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   A 72-year-old man was admitted to our hospital complaining of a penile mass. The local biopsy 
indicated an abscess formation in the corpus cavernosum. In spite of antibiotic treatment, the abscess 
cavity ruptured to the dorsal skin and the urethra. After cystostomy formation, dorso-caverno-
urethral fistula was closed by conservative therapies. Although the patient was followed up with 
antibiotics on an outpatient basis, necrotic hanges in the right foot were noticed and he was diagnosed 
with arteriosclerosis obliterance in the right lower leg. Therefore, he was referred to an orthopedic 
clinic for amputation of his right lower leg with cystostomy catheter. This is the 7th case reported in 
Japan. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 893-895, 1998) 















入院時現症:体 格,栄 養 ともに良好で,血 圧140/
80mmHg,脈拍68回/分 整,体 温36.0℃.陰茎根
部背側に3.5×4×4cmの可動性 のない腫瘤 を認めた
が,自 発痛,圧 痛は認め なか った.
入院時検査所見:CRP軽 度上昇,赤 沈 の充進 を認
めたが,白 血球数 の増 加 や,核 の左 方 移動 は見 られ
ず,肝 機能,腎 機能 などの血 液検査所見に も異常 は認
めなかった.ま た,糖 尿病素因 も認め なか った.
入院後経過:入 院時に行 った排尿時膀胱尿道造影で
は,海 綿体 部尿道 の一部が やや下方 に偏位 してい た
が 痩孔 や狭窄 は認 めなか った.ま たMRI(Fig.1)
にて尿道 の上部 にcysticmassがみ られ,背 側cap-
sule外へ の浸潤が疑 われ たが,明 らか な尿 道へ の浸
潤 は認めなかった.
以上の所見 から,陰 茎海綿体 よ り発生 した嚢胞状腫
瘍が考 え られ たため,2月15日同部の穿刺術 が施行 さ
れた.同 時 に行 った腫 瘍の造影 所見(Fig.2)では,



























の内容液が採取 され,検 鏡にてリンパ球,好 中球 のみ
であ り,細 胞診の結果 はclass2,また細菌培 養の結
果はnogrowthであった.
しか し,悪 性腫瘍 を否定 しきれないことか ら,2月
27日陰茎体部の生検 が行われた.切 開排膿後,内 部 を
観察すると尿道海綿体が露出 していた.腫 瘤壁の一部
を切 除 し,そ の病 理学的所 見 として は,上 皮 成分 な
く,炎 症性肉芽組織のみであ った.
以上 よ り陰茎海綿体膿瘍 と診 断 した.術 後 よ り抗生
剤 を投 与 してお り,炎 症 も軽快 したため,3月26日退
院 となった,
その後外来にて経過観察 していたが,退 院1カ 月後
頃 よ り,舟 状窩背側 にpin-hole状の小穴 を認 め,同
部 よ り少量 の膿汁排 出が認 め られ,4カ 月後 には尿漏
出 も出現 し,同 時 に疹痛 も出現 したため,逆 行性尿道






















能 となったため,7月上旬 より膀胱痩 をクランプの
上,排尿訓練を開始 した.排尿状態は良好であり,尿
道造影で も狭窄などの所見を認めなかったため,8月
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